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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年の循環器検診は7月27日から4日間町総合センターで実施され、対象

健康は生涯の宝です者認雛惹魏講酪謙謁鵬灘鞭養轟要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があり精密検診を受けました。

　　　健康診断を受けましょう　　検診を受けられなかつた九健康に自信をおもちの方も、早目に検診を受け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られて、自分の身体の状態を知っておかれることが大切です。
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保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
　
⑪

婦
人
の
約
半
数
が
貧
血
異
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
性
貧
血
検
査
結
果
か
ら

　
六
月
行
い
ま
し
た
母
性
貧
血
検
査
の
結
果
が

出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
検
査
の
対
象
は
、
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま

で
の
女
性
で
す
。
検
診
者
の
約
半
数
の
人
に
異

常
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
二
二
、
四

％
が
精
密
検
診
を
必
要
と
す
る
人
で
し
た
。

　
結
果
は
次
表
の
と
お
り
で
す
が
、
松
代
と
蓬

平
に
異
凸
里
伯
が
目
立
ち
ま
し
た
の
で
特
に
掲
げ

て
み
ま
し
た
。

母性貧血検査結果

区　分 対象者 受診者 異常なし 要注意 要精検 検査不能

松代町

全　体 726　人
544人
（74．9％〉 286人

（52．2％）
150人
（2乙89紛

122人
（22．42勉

　5人
（09紛

（松代）

204
146
（71．5紛

　47
（52コ9紛

　59
（26．71紛

　58
（5972勉

　2

（0．1ろ％》

（蓬平）

ろ2

20
（65。1劾

　4
（20．0紛

　5
（25．0紛

　11
（55．0％） 一

■

）内は、対象者に対する比率又は、受診者に対する比率です．（

　
又
年
令
別
に
み
る
と
三
十
歳
代
の
人
に
異
常

者
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
は
女
性
の

約
三
分
の
｝
が
貧
血
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
令
が
限
ら
れ
た
故
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

松
代
町
は
非
常
に
貧
血
の
人
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。年令別検査結果（検査不能を除く）

　検査結果
年令 受診者数 異常なし 要注意 要精検

20才～
　24才

85人 　48人
（5Z83％）

　18人
（21．68％

　17人
（20，4％）

25才～
　29才

128 　78
（60．95紛

　29
（22．65紛

　2－1
（16．40％）

30才～
　34才

158 　77
（48．75％）

　40
（25．51紛

　41
（25．94勉

35才～
　39才

169 　85
（4911％）

　45
（25．44紛

　45
（25。44％）

計 558 286
（55．15紛

150
（24．16％）

122
（22．67勉

◎
貧
血
と
は

　
貧
血
と
い
う
の
は
、
血
色
素
の
量
が
少
く
な

っ
た
り
、
赤
血
球
の
数
が
へ
っ
た
り
す
る
場
合

を
い
い
ま
す
。

　
赤
血
球
は
体
の
中
に
酸
素
を
取
り
入
れ
炭
酸

ガ
ス
を
出
す
役
目
を
し
ま
す
。

　
血
色
素
の
原
料
は
鉄
で
す
。
貧
血
に
も
い
ろ

い
ろ
原
因
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
多
い
の
が
鉄

分
の
不
足
に
よ
る
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
す
。
こ
の

他
に
も
、
け
が
や
交
通
事
故
、
寄
生
虫
で
貧
血

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
脳
貧
血
も
貧
血
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

が
こ
れ
は
ち
が
い
ま
す
。
脳
貧
血
は
脳
に
一
時

的
に
血
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な
る
と
起
る
も
の
で

健
康
な
人
で
も
長
く
立
っ
て
い
た
り
、
長
時
間

入
浴
し
た
り
す
る
と
お
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

勿
論
貧
血
の
人
が
脳
貧
血
を
起
し
易
い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
貧
血
検
査
の
方
法

一
、
赤
血
球
数

　
一
立
方
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
血
液
中
に

　
男
約
五
百
万
個
　
　
｝
が
正
常

　
女
約
四
百
五
十
万
個

二
、
血
色
素
量

百
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
血
液
中
に

娚
錨
慧
籠
｝
が
正
常

三
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値

血
液
を
赤
血
球
の
部
分
と
血
漿
の
部
分
に
分

け
て
そ
の
割
合
い
を
調
べ
る
方
法

鶉
醸
哲
が
正
常

　
こ
の
三
つ
の
検
査
の
う
ち
、
ど
れ
か
が
正
常

の
数
値
よ
り
低
け
れ
ば
貧
血
の
疑
い
が
あ
り
ま

す
。

　
ど
ん
な
種
類
の
貧
血
か
、
原
因
は
何
か
、
そ

の
程
度
は
ど
う
か
、
な
ど
を
調
べ
た
上
で
、
は

じ
め
て
治
療
に
と
り
か
か
り
ま
す
。

　
充
分
な
検
査
を
し
な
い
で
貧
血
だ
と
一
人
で

き
め
こ
ん
で
、
売
薬
に
た
よ
る
の
は
危
険
で
す
。

◎
貫
血
だ
と
言
わ
れ
た
人
へ

　
精
密
検
査
を
し
て
、
治
療
が
必
要
だ
と
診
断

さ
れ
た
人
は
、
医
師
の
指
示
を
守
っ
て
下
さ
い
。

　
食
事
は
、
良
質
の
蛋
白
質
や
ミ
ネ
ラ
ル
鉄
分

を
多
く
含
ん
だ
も
の
が
よ
い
の
で
す
。

　
牛
、
豚
、
鶏
の
レ
バ
ー
、
卵
黄
、
し
じ
み
、

あ
じ
、
の
り
、
と
ろ
ろ
こ
ん
ぷ
、
わ
か
め
、
ひ

じ
き
、
ホ
ー
レ
ン
草
、
ピ
ー
マ
ン
、
に
ん
じ
ん
、

ゴ
マ
、
チ
ー
ズ
、
大
豆
、
豆
腐
、
油
揚
な
ど
。

　
鉄
は
吸
収
さ
れ
に
く
い
も
の
で
す
し
又
、
胃

腸
が
弱
く
て
消
化
吸
収
が
出
来
な
い
人
も
い
ま

す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
と
共
に
消
化
の

よ
い
料
理
を
工
夫
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（2）

◎
貧
血
の
予
防

○
偏
食
し
な
い
こ
と

　
　
乳
児
期
か
ら
た
く
さ
ん
の
食
品
に
左
れ
さ

　
せ
ま
し
よ
う
。

　
　
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
（
い
ろ
い
ろ
の

　
種
類
の
も
の
を
数
多
く
食
べ
る
こ
と
）
が
貧

血
を
予
防
し
、
健
康
な
生
活
を
保
証
し
ま
蒐

○
加
工
食
品
を
な
る
べ
く
用
い
な
い

　
　
着
色
剤
や
防
腐
剤
を
加
え
た
食
品
を
長
い

　
間
た
べ
て
い
る
と
肝
臓
や
骨
髄
が
お
か
さ
れ
、

　
造
血
機
能
が
お
と
ろ
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

O
蓄
積
疲
労
の
防
止

　
　
過
重
な
労
働
や
ス
ト
レ
ス
が
関
係
し
ま
す
。

　
上
手
に
休
養
を
と
り
入
れ
る
工
夫
を
し
ま
し

　
よ
う
◎

　
貧
血
し
て
い
る
と
病
気
に
な
り
易
く
病
気
に

な
る
と
回
復
が
お
く
れ
ま
す
。
又
、
母
性
は
妊

娠
史
母
症
、
未
熟
児
出
生
な
ど
異
常
が
お
こ
り

易
く
、
産
後
の
肥
立
ち
も
お
く
れ
ま
す
。

◎
貧
血
を
治
す
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

　
貧
血
を
治
す
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
食
物
と
薬

で
す
。
く
す
り
は
医
師
の
指
示
を
守
っ
て
飲
む

こ
と
で
す
。

　
食
物
は
、
台
所
を
あ
づ
か
る
お
母
さ
ん
方
の

役
目
で
す
。

　
鉄
消
費
量
は
、
大
人
一
日
男
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
、

女
二
、
・
・
刀
グ
ラ
ム
で
、
一
日
の
月
経
で
○
・
五

、
ヘ
リ
グ
ラ
ム
失
わ
れ
ま
す
。
一
日
当
り
の
食
物

に
十
～
十
五
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
鉄
が
含
ま
れ
る
よ

う
に
材
料
を
組
み
合
せ
ま
し
よ
う
。

鉄
を
た
く
さ
ん

　
　
　
　
含
む
食
品
表

食品名 房羅編倉
鉄の量

普通一食にたべ
る量

鉄のふくまれて
いる量

卵黄 6．3　㎎ 18　9 1．1㎎

煮干し 18．0 5 0．9

きな粉 9．0 30 2．7

青のり 106．0 3 3．2

レノ惑一 16．0 100 16．0

あさり 25．0 10 2．5



ヘ
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
・
ヨ
イ
ヤ
サ

盆
踊
り
復
活
を
目
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
人
生
き
が
い
対
策
事
業

　
滅
び
行
く
運
命
を
た
ど
ろ
う
と
し
て

い
る
、
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
・
ヨ
イ
ヤ
サ
に

息
を
吹
き
か
え
さ
せ
よ
う
と
、
松
代
町

で
は
老
人
ク
ラ
ブ
を
対
象
に
盆
踊
り
の

復
活
に
の
り
出
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
里
づ
く
り
と
か
ふ
る
里
見
直
し

論
と
か
言
わ
れ
て
、
昔
か
ら
の
伝
統
行

事
を
守
り
復
活
さ
せ
る
動
き
が
各
地
で

活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
祖
先

か
ら
伝
承
さ
れ
て
来
た
文
化
的
遺
産
を

後
世
に
守
り
伝
え
る
こ
と
は
、
現
代
に

生
を
受
け
た
者
の
義
務
で
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

盆
踊
り
（
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
と
か
ヨ
イ
ヤ

サ
）
も
祖
先
か
ら
引
継
い
だ
文
化
的
遺

産
で
あ
り
、
郷
土
芸
能
で
あ
り
ま
す
。

　
昔
は
、
ど
こ
の
部
落
で
も
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
村
を
あ
げ
て
盛
大
に
踊
り

明
か
し
た
盆
踊
り
も
最
近
は
、
陰
を
ひ

そ
め
た
部
落
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ

は
誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
す
た
れ
た
原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
音
頭
と
り
が
居
な
く

な
っ
た
こ
と
が
最
も
大
き
な
原
因
の
よ

う
で
す
。

　
そ
こ
で
町
で
は
、
松
代
の
音
頭
と
り

の
師
匠
市
川
健
太
郎
氏
に
お
願
い
し
て

シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
の
音
頭
を
テ
ー
プ
に
録

音
し
て
、
町
内
の
全
部
の
部
落
に
配
付

し
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
プ
は
片
面
三
十

分
両
面
で
一
時
間
使
え
ま
す
。
こ
れ
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
何
時
間
も
踊
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
八
月
五
日
に
は
、
各
部
落
の
老
人

ク
ラ
ブ
か
ら
数
人
ず
つ
集
っ
て
も
ら
い

役
場
の
屋
上
で
盆
踊
り
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
九
と
こ
ろ
、
百
人
以
上
も
集

り
、
昔
と
っ
た
き
ね
づ
か
で
大
き
な
声

を
張
り
上
げ
て
は
や
す
人
も
あ
り
、
な

か
な
か
盛
大
で
し
た
。
今
の
う
ち
な
ら

高
額
療
養
費
患
者
負
担
の
引
上
げ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
万
九
千
円
　
～
入
月
一
日
か
ら

　
多
額
の
医
療
費
負
担
で
悩
ん
で
お
ら

れ
る
方
々
を
救
う
た
め
に
昭
和
四
十
九

年
か
ら
実
施
さ
れ
た
高
額
療
養
費
支
給

制
度
に
よ
る
自
己
負
担
額
も
経
済
の
変

動
に
よ
り
所
得
の
延
び
や
医
療
費
の
値

上
が
り
な
ど
の
理
由
に
よ
り
い
ま
ま
で

三
万
円
の
自
己
負
担
額
が
三
万
九
千
円

に
引
上
げ
ら
れ
八
月
診
療
分
か
ら
と
り

扱
わ
れ
る
こ
と
に
国
の
規
則
が
か
わ
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
額
療
養
費
支
給
に
つ
い
て
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
い
ま
ま
で
と
全
く
か
わ
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
役
場
社
会
課
国
民
健
康

保
険
係
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

充
分
復
活
し
て
も
ら
え
る
感
触
を
得
ま

し
た
。

　
盆
踊
り
は
、
ひ
と
り
老
人
ク
ラ
ブ
の

も
の
で
な
い
こ
と
は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん

そ
こ
の
部
落
全
体
の
も
の
で
す
。

ど
う
か
、
役
場
か
ら
お
配
り
し
た
テ
ー

プ
を
利
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
老
い
も

若
き
も
、
男
も
女
も
、
今
年
の
盆
に
は

村
を
上
げ
て
盛
大
に
盆
踊
り
を
し
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
（
写
真
は
盆
踊
り
講
習
会
風
景
）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

七
月
受
付
分
　
　
（
受
付
順
）

蒔
つ
こ
ん
敷
園

お
め
で
ζ
つ
㊦
衡

高
橋
以
治
・
吉
田
静
恵
莇
平
平
工
名

鑓巽　
　
　
　
父
成
章
　
　
　
　
田
野
倉

斎
藤
智
和
　
　
　
　
二
男

　
　
　
　
母
ミ
ッ
子
　
　
　
　
　
堂
ノ
下

　
　
　
　
父
晃

小
堺
　
真
　
　
　
　
長
男
　
蓬
平
　
石
仏

　
　
　
　
母
夏
枝

　
　
　
　
父
順
一

宇
藤
陽
子
　
　
　
　
長
女
　
松
代
東
建
設

　
　
　
　
母
知
代
子

　
　
　
　
父
庄
蔵

小
堺
夏
子
　
　
　
　
二
女
　
室
野
　
東
屋

　
　
　
　
母
信
子

　
　
　
　
父
恒
敏

米
持
晋
子
　
　
　
　
長
女
　
室
野
　
新
宅

　
　
　
　
母
優
子

　
　
　
　
　
父
利
和

小
堺
美
代
子
　
　
　
長
女
　
室
野
　
板
金

　
　
　
　
　
母
久
子

蕊
）
み
桑
，

小
堺
ツ
ギ
　
八
四
才
　
蓬
平
　
小
松
屋

五
十
嵐
栄
蔵
七
九
才

宮
沢
ト
キ
　
六
一
才

井
上
ヨ
シ
　
八
五
才

柳
　
平
作
　
七
四
才

山
岸
ハ
ツ
ミ
八
十
才

会
沢
　
坂
中

下
山
　
坂
屋

寺
田
　
干
場

小
屋
丸
　
前
屋

蒲
生
　
と
い
ん

人ロのうこき
　8月1日現在
世帯数　2．061（±0）

人口男　4．017（＋2）

　女4．066（＋5）
　計8．085（＋7）

6
2
8

　
1
　
　
¶
ー

亡
出
計

死
転
減

6
Q
／
5

　
魂
1
《
∠

生
入
計

出
転
増

（3）



　
町
連
合
青
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
が
優
勝

　
減
少
す
る
町
青
年
の
結
束
と
親
善
を

目
的
に
、
八
月
一
日
松
代
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
、
町
連
合
青
年
団
主
催

の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。　

大
会
は
若
さ
で
暑
さ
を
ふ
っ
と
ば
し

青
年
の
意
気
を
示
し
て
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　
優
勝
　
松
代
　
　
②
　
あ
ざ
み
平

　
　
③
　
儀
明
寺
田
千
年
　
　
④
　
小

　
　
荒
戸
田
沢

　
　
　
　
　
3
　
　
儀
明
・
寺
田
・
千
年

　
　
513

84

あ
ざ
み
平

18

小
荒
戸
・
田
沢

5

松
代

2

儀
明
・
寺
田
・
千
年

小
荒
戸
・
田
沢

　
町
長
杯
争
奪
野
球
決
勝
大
会

　
期
日
　
八
月
二
九
日
、
試
験
開
始
九

　
　
　
　
時
（
雨
天
延
期
）

　
会
場
　
松
代
高
等
学
校
及
び
中
学
校

　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド

　
参
加
二
四
チ
ー
ム
が
八
四
試
合
を
行

な
い
、
勝
ち
残
っ
た
六
チ
ー
ム
で
決
勝

大
会
を
行
な
い
ま
す
。
ご
来
場
ご
声
援

く
だ
さ
い
。

　
な
こ
や
か
に
囲
碁
大
会

　
恒
例
の
奴
奈
川
囲
碁
大
会
が
八
月
一

日
峠
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
奴
奈
川
囲
碁
ク
ラ
ブ

主
催
で
、
参
加
第
一
勝
敗
は
第
二
、
と

い
う
こ
と
で
同
好
者
の
親
睦
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
大
会
で
す
。
今

年
も
町
内
外
か
ら
二
〇
余
名
の
参
加
が

あ
り
な
ご
や
か
な
大
会
で
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り

A
ブ
ロ
ッ
ク

　
①
横
尾
好
和
（
峠
）
　
②
田
辺
啓
治

（
松
之
山
）
　
③
山
岸
宏
（
奴
奈
川
中

学
校
長
）

B
ブ
ロ
ッ
ク

　
①
横
尾
庄
平
（
峠
）
　
②
牧
田
敬
晃

（
峠
）
　
③
高
橋
幸
平
（
室
野
）

　
〃
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

　
　
警
察
へ
あ
な
た
の
情
熱
を
〃

　
　
警
察
官
（
高
校
卒
）
の
募
集

　
明
春
四
月
採
用
の
高
校
卒
男
子
警

察
官
の
採
用
試
験
が
次
の
と
お
り
行

な
わ
れ
ま
す
。

　
採
用
予
定
人
員
　
　
約
六
〇
人

　
受
付
　
八
月
十
六
日
～
九
月
二
五
日

　
第
一
次
試
験
　
十
月
三
日
（
日
）

　
第
二
次
試
験
　
十
一
月
下
旬

　
受
験
資
格
　
昭
和
二
四
年
四
月
二
日

　
　
か
ら
昭
和
三
四
年
四
月
一
日
ま
で

　
　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
卒

　
　
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。

　
　
（
学
歴
不
問
）

　
詳
し
い
こ
と
は
安
塚
警
察
署
ま
た

は
、
幹
部
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

［
圏
囲
初
署
募
集

　
　
み
な
さ
ま
の
こ
入
会
を

　
　
　
　
　
歓
迎
い
た
し
ま
す

　
私
た
ち
の
「
お
茶
の
会
」
は
発
足

五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
①
茶
道
を
学
び
心
を
豊
か
に
す
る

　
②
仲
間
同
志
の
親
睦
を
は
か
る

　
こ
と
を
目
的
に
月
二
回
、
第
一
・

三
木
曜
日
の
夜
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で

茶
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
入
会
希
望
の
方
が
多

く
あ
る
と
聞
き
、
〃
初
心
者
の
日
〃

を
設
け
て
会
員
募
集
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
の
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
申
込
は
、
松
代
・
若
井
ユ
キ
イ

（
電
話
σ
1
9
3
4
3
）
ま
た
は
、

松
代
市
川
ハ
ナ
エ
（
電
話
の
1
2
1

2
2
）
へ
ど
う
ぞ
。
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嵐
ヤ
　
　
　
リ

一装
　
適
‘

　
弗
“

　
し
ぶ
み
句
会
他
石
先
生
選

　
　
6
月
3
0
日
於
・
克
雪
セ
ン
タ
ー

玄
関
を
開
け
ば
匂
う
栗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

草
屋
根
に
か
ぶ
さ
り
匂
う
栗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

一
服
す
頭
上
郭
公
蹄
き
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

螢
と
ぶ
破
璃
戸
の
窓
の
灯
の
点
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

梅
雨
じ
め
り
し
て
人
気
な
き
坐
禅
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
　
秋
　
の
　
防
　
犯

　
稲
苅
が
始
ま
り
ま
す
と
急
に
い
そ
が

し
く
な
り
留
守
に
し
た
り
老
人
や
子
供

を
残
し
て
外
に
出
る
日
が
多
く
な
り
ま

す
。

　
と
な
り
近
所
み
ん
な
で
注
意
し
合
い

犯
罪
・
事
故
防
止
を
心
が
け
無
難
に
す

ご
し
ま
し
ょ
う
●

ど
ろ
ぽ
う
の
被
害
防
止

○
　
寝
る
と
き
、
外
出
す
る
時
は
カ
ギ

　
を
忘
れ
ず
に
。

○
　
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
は
、
な
る

　
べ
く
家
に
お
か
な
い
。

○
　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
同

　
志
の
た
の
み
合
い
を
。

○
　
も
し
被
害
に
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
警

　
察
に
届
け
る
。

子
ど
も
の
事
故
に
注
意
を

○
　
子
も
り
を
す
る
と
き
は
、
子
供
か

　
ら
目
を
離
さ
な
い
。

○
　
附
近
の
用
水
・
小
川
・
池
な
ど
、

　
危
険
な
場
所
に
は
予
防
措
置
を
。

○
　
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

　
も
を
見
か
け
た
ら
一
声
注
意
し
て
や

　
め
さ
せ
る
。

○
　
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、
子
ど

　
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
お
く
。


